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 事業全体概要 1．

木材利用は、化石燃料の代替によるエネルギー起源二酸化炭素（CO2）の排出削減に加

えて、炭素の貯蔵及びエネルギー集約的素材の代替の面からも、地球温暖化防止に貢献

するとされている（IPCC（2001））。 

しかしながら、その効果の定量的な把握・分析については、一部でなされているもの

の、建築物や家具等個々の製品や部材別のデータの蓄積等、未だ不十分な状況である。 

世界の森林が減少を続ける中、国土の約７割を占め、年々資源量が増加する我が国の

森林から生産される木材について、この環境面での貢献を定量的に明らかにしつつ、そ

の効果を消費者に訴え大幅な利用拡大を進め、木材利用による二酸化炭素削減を促し、

低炭素な資源循環型社会を構築することが喫緊の課題となっており、この実現に寄与す

ることを目的とし、事業を実施した。 

 

 

図 1-1 事業の全体像 

  

② 土木分科会① 建築・木材製品分科会

①建築・木材製品分科会、②土木分科会、③普及促進分科会の３分科会、及び各分科会の座長・
副座長から構成される④合同会議を各２回、計８回の会議を開催。専門的見地からの指導助言

（１）検討委員会の開催

（５）報告書等のとりまとめ

② 土木分科会① 建築・木材製品分科会

（２）木材利用に係る省エネ省CO2に関する調査等

③ 普及促進分科会

（３）木材利用の省エネ省CO2効果等のデータ収集・分析

(４)調査や評価に係る普及啓発

・木材生産のCO2排出量調査
・建築・木材製品のCO2排出量調査
・木材利用が人の体感や室内環境に
及ぼす影響等を考慮した効果的な
木材利用方法の検討 等

・土木分野における木材利用
（丸太打設による軟弱地盤改良、
木製遮音壁等）によるCO2

排出量の調査

・公共工事発注者向けアンケート
の設計・実査・分析

・一般消費者、工事発注者等を
対象とした普及啓発パンフレット

・関連学会等での成果発表

・木材の環境貢献を定量化する国内外の既往研究等の調査


